
第 14 回広島臨床遺伝セミナー 
 

「がんゲノム医療時代に必要な 
基礎知識から最新情報」 

2019 年 7 月 13 日（土）14：00～16：40（13:30 受付開始） 

場所：広島大学病院 診療棟 5 階カンファレンスルーム 

対象：医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師、MSW、遺伝カウンセラー、学生 

参加費：2,000 円、学生無料 

（駐車補助券 400 円あり） 

 

 

 

 

14：00 開会の辞 丸山 博文 先生（広島大学大学院 脳神経内科学 教授） 

【特別講演 1】（CC:10） 
座長： 檜井 孝夫 先生 

「がん遺伝子パネル検査と遺伝性腫瘍」   
赤木 究 先生 

（埼玉県立がんセンター 腫瘍診断・予防科 科長兼部長）  

14：20 

～ 

15：20 

閉会の辞 檜山 英三 先生（広島大学 自然科学研究支援開発センター 教授） 16：35 

【問い合わせ先】  広島大学病院遺伝子診療部内   広島臨床遺伝研究会事務局  

当番幹事：檜井     事務局：阿部・佐田野・利田 

ＴＥＬ：082-257-5965（月～金 9 時～17 時） 

Ｅ－ｍａｉｌ：idenshi2017@hiroshima-u.ac.jp 

この研修は下記認定セミナーです 

●臨床遺伝専門医制度 3 単位 

以下申請中 

●日医生涯教育講座 2 単位 

●認定遺伝カウンセラー制度  

主催：広島臨床遺伝研究会 （会長 丸山 博文）  

 

15：35 

～ 

16：35 

【特別講演 2】（CC:12） 
座長： 檜井 孝夫 先生 

「HBOC 診療の現状と今後の展望」   
大住 省三 先生 

（国立病院機構四国がんセンター がん診断・治療開発部長）  

14：05 

～ 

14：20 

【ショートレクチャー】 
「広島大学病院における 
がんゲノム医療体制の構築と今後の展望」 
檜井 孝夫 先生 

（広島大学病院 遺伝子診療部 特任教授） 


